
福岡県立福岡魁誠高等学校 ＣＡＮ－ＤＯリスト 
英語科の教育目標：英語を通して「自ら学ぶ意欲的な心」を醸成する環境を作り、英語教育の向上を図る。 

年次・

学期 
Reading Listening Writing Speaking 

１年次 (1) 日常生活の身近な話題について、単文レ

ベルであれば読んで理解することがで

きる。 

(2) イラストや写真のついた簡単な文章を

辞書を用いず、読んで理解することがで

きる。 

(3) ５０～７０語の英文を、指導者の補助や

未習語彙の脚注があれば、内容を理解す

ることができる。 

(1) ゆっくりはっきりと話せば、授業中の簡

単な指示を理解し、行動することができ

る。 

(2) ゆっくりはっきりと話せば、名前・住所・

家族などの簡単な自己紹介を聞いて、そ

の内容を理解することができる。 

(3) ゆっくりはっきりと話せば、日常生活の

話題や簡単なアナウンスを聞いて理解

することができる。 

(1) 名前・住所・家族・趣味等自分に関して

の基本的な情報について辞書を用いず

に書くことができる。 

(2) 日常生活や学校生活等について、主語

＋動詞の語順を意識し、正しい時制を

用いて書くことができる。 

(3) 簡単な語や基礎的な表現を用いて、身

近な事柄について、必要であれば辞書

を用い、５文程度の英文を書くことが

できる。 

(1) 指導者の発音を聞き、既習の英単語を正

しく発音することができる。 

(2) 挨拶や日常生活での短い表現について、

ゆっくりはっきり話せば簡単な質疑応

答ができる。 

(3) 基礎的な語句や定型表現が与えられれ

ば、身近な話題（名前・居住地・家族・

趣味等）について話すことができる。 

２年次 (1) ７０～１００語の英文を指導者の補助

や未習語彙の脚注があれば、内容を理解

することができる。 

(2) 初見の文章において、平易な英語で書か

れていれば、トピック・センテンスやキ

ーワードを見つけることができる。 

(3) 馴染みのある話題について、平易な英語

で書かれていれば、概要や要点を理解す

ることができる。 

(1) 繰り返しや言い換えを用いて、ゆっく

り話せば、授業中の指示を理解し行動

することができる。 

(2) 繰り返しや言い換えを用いて、ゆっく

り話せば、自分自身や身近な事柄に関

する表現を理解することができる。 

(3) よく使われる表現であれば、単語がつ

ながって発音されてもその意味を理解

することができる。 

(1) 趣味や好き嫌いについて、辞書を用い

ず、簡単な語や基礎的な表現を使って、

複数の文で書くことができる。 

(2) 定型表現や例を参考にすれば、自分の

意見や出来事の描写等を５文程度の英

語で書くことができる。 

(3) 身近なことに関して、理由や目的等を

接続詞を用いて表現することができ

る。 

(1) 繰り返しや言い換え等を交えて、ゆっく

りはっきりと話せば、母語話者（ＡＬＴ

等）と身近な話題について、質疑応答を

することができる。 

(2) 基本的な語彙や定型表現を与え、指導者

や視覚的教材の補助があれば、平易な英

文を用い、３～５文程度で、賛成・反対

や感想等を述べることができる。 

３年次 (1) １００～１５０語の英文を指導者の補

助や未習語彙の脚注があれば、内容を理

解できる。 

(2) １００～１５０語の初見の文章におい

て、辞書を用いず、トピック・センテン

スやキーワードを見つけることができ

る。 

(3) 身近で馴染みのある話題であれば、１０

０～１５０語で書かれた初見の文章の

概要や要点を理解することができる。 

(1) はっきりと馴染みのある発音で話せ

ば、授業中の指示を理解し行動するこ

とができる。 

(2) はっきりゆっくりと馴染みのある発音

で話せば、周囲で行われている会話や

対話の要点を理解できる。 

(3) はっきりゆっくりと馴染みある発音で

話せば、４０～５０語の英文の内容が

理解できる。 

(1) 自分のことや日常生活について、辞書

を用いたり、指導者の補助があれば、場

面や目的に応じた文法事項・語彙等を

用いて、５～７文程度の英文を書くこ

とができる。 

(2) １００～１５０語程度の平易な英文を

読み、キーワードや提携表現等を与え、

辞書を用いれば、３～７文程度で要約

や自分の意見等を書くことができる。 

(1) 自分のことや関心のある話題について、

前もって準備した上でメモの助けがあ

れば、計画・目的・理由等を挙げて発表

することができる。 

(2) 教材の内容や身近な話題に関して、前も

って時間を与え、指導者の補助があれ

ば、５～７文程度で自分の意見や感想等

を理由等を挙げて述べることができる。 

 


